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「食の安全・安心」を守る！� �
業務用厨房機器共通 IoT プラットフォームの開発
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要約　2020 年のHACCP制度化開始に向け、食品産業は様々な課題を抱えている。JEHCが立ち上げ
た「業務用厨房機器 IoT 構築ワーキンググループ」は、厨房機器の IoT 化・データの共有化を通してこ
れらの社会課題を解決する事を目指して発足し、今年度はNEDOの支援を受けて「厨房機器共通 IoT
プラットフォーム」の開発を開始した。本稿ではプラットフォームの開発意図と仕様概要について紹介
するとともに、共通 IoT プラットフォームを利用した今後の食品業界における IT 活用の展望についても
述べる。

1．　はじめに

昨年、JEHC は厨房機器の稼働データを一元集約す
るための「厨房機器共通 IoT プラットフォーム」の
開発について、その進捗に関する報告・公開 1）を行っ
た。具体的には、厨房機器メーカー 10 社・エネルギー
事業者 3 社・業界団体 4 団体からなる「電化厨房委員
会　業務用厨房機器 IoT 構築ワーキンググループ（以
下、本 WG）」を立ち上げ、冷蔵庫やオーブン等の厨
房機器のデータを一元管理するための共通プラット
フォーム（以下本 PF）の仕様策定などの作業を進め
てきた。

本 WG は今年度も活動を継続しており、国立研究
開発法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構

（NEDO）の業界共用データ基盤の開発などを支援す
る「Connected Industries 推進のための協調領域デー
タ共有・AI システム開発促進事業」の採択 2）を受け、
本 PF の開発作業に着手した。

2018 年 6 月 に 成 立 し た 改 正 食 品 衛 生 法 に よ る
HACCP の制度化等によって、食品業界では「食の安
全・安心」を守るための取り組みが加速している。同
時に人手不足など業界が抱える課題を解決するため、
昨今では厨房用ロボットや厨房向け IT システム等の
開発が本格化している。そのような社会情勢の中、多
くの厨房で使用されている業務用厨房機器がどのよう
な役割を果たすべきであるかを本 WG では議論し、

本 PF の開発が必要であるとの結論に至った。
本稿ではこのデータ共有化事業の開発概要及び本

PF のシステム構成について述べる。

2．　プラットフォーム概論

本 PF の目的は、複数のメーカーが製造する多種多
様な厨房機器の稼働データをメーカー横断的に保管
し、「共有化」「標準化」されたデータを食品事業者等
に提供する事である。本項ではその開発意図と運営体
制について解説する。

2．1　厨房機器が出力するデータの重要性
昨今では市場からの HACCP 管理の自動化のニー

ズに応えるように、温度管理などを目的とした食品事
業者向けの IT システムが厨房機器メーカーのみなら
ず、様々な事業者によって提供されるようになってい
る。厨房機器は加熱・冷却・保温・加工など様々な用
途で使われるものであり、一つの画面・一つのサイト
でそのデータを管理したいというニーズは高い。但し、
機器の種類によっては対応が難しい、複数メーカーの
機器が混在する厨房では導入が難しい等の課題が残る。

一つの方法論として、外付けセンサーのみを頼りに
すべての機器を管理するという方法はある。但し、測
定したいデータは温度だけではなく、様々なモニタリ


